
 

市内小中学校におけるいじめ認知件数等について 

 

１、いじめ認知件数の推移について（過去５年分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、（教育委員会による）いじめ対応に係る取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３、いじめを認知するタイミング 

○生活アンケート（いじめアンケート含む）（学期に１回実施）→ 教育相談 

○スクリーニングシートのチェック（SC、SSWとの連携）→ ケース会議やカウンセリング 

○日頃から児童生徒の小さな SOSも見逃さない体制（SCによる SOSの受け取り方研修） 

○校内いじめ防止対策委員会の定期開催 → 組織対応（関係機関連携含む） 

○暴力行為等の問題行動報告の際にも、法をふまえた「いじめ」にあたるかどうかを判断 

資料２  

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

小学校 659 702 771 1013 829

中学校 120 285 382 375 409

659
702

771

1013

829

120

285

382 375 409

0

200

400

600

800

1000

1200 小学校 中学校

※令和６年度については２学期末(12月末)現在の数値です。 

「いじめ問題対応研修」 
・全教職員対象に年度当初に１回実施 

・法の理解、いじめ定義の確認、いじめ 

認知のワーク等 

「門真市いじめ問題 

 対策連絡協議会」 
・関係機関と各校教員等で年２回実施 

・各校の取り組み状況報告、関係機関 

との連携確認、関係機関との協議等 

弁護士による「いじめ予防授業」 
・児童生徒対象に実施(対象学年は各校による) 

・スクールロイヤーによる出前授業 


